
写真図版32

(¬ )3号 土坑出土土器

鞘 綸
(2)半過吉墳群出土 耳環

(3)1号 古墳出土土師器郷

|_
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写真図版33

(1)2号 吉墳出土フラスコ形瓶 1

(2)2号 古墳出土フラスコ形瓶 2

(3)2号 古墳出土土師器坪
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写真図版34

(1)2号 古墳出土短剣

(2)2号 古墳出土ガラス小玉

,

鶏  n●
(3)1号 製錬炉出土鉄塊系遺物
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写真図版35

(1)刊 号製錬炉出土炉内滓

(2)刊 号製錬炉出上流出滓

(3)縄文時代早期の上器
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(1)弥生時代前～中期の遺物

(2)3号古墳出土人骨 (歯牙)の一部
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所 収 砦 跡
｀
名 所 在 地

コ ー ド 査
間

調
期

調査面積 (だ ) 調査の原因

市町村 市遺跡番号

①甲あ黄督詠

上田市 上半過

宇 中の沢
20203

上田 504

平成18年
7月 25日

平成19年
12月 10日

3,350

道路建設工事

②昇笠蕃き醤議を著掛 上国 508

③舟璽≦墓掛 上 田  506

④望翁提静高督 新発見

⑤軸畿 納1著瞥 新発見

所収遺跡名 種 別 主な時代 検出遺構 検出遺物 特記事項

① 中の沢遺跡 集落址

縄文早期

平安時代
(10世紀代)

竪穴住居跡 7

基・竪穴状遺構
2基・土坑
基・製鉄遺構 1

基・集石遺構 3

基

縄文土器 (早 。

前 。中期)・ 弥生

土器 (前 。中 '後

期)・ 須恵器・土

師器・灰釉陶器・

土師質土器・石器
(石鏃・石斧・石
皿・敲石・石包丁
ほか)、 製練関連
遺物

旧市内では類例の少な
い、押型文土器や栗林
式上器が出上した。縄

文時代の遺構はわずか

しか検出していない

が、黒曜石製の石器が

多く出土した。

②襄♀袷各暑募ξ号墳) 古墳
古墳時代後期
と推定

痕跡のみ な し かつて鉄会1等が出土

③襄♀姶ζ甚慕ξ号墳) 古墳 古墳時代後期 石 室
人骨・耳環・鉄

器 。土師器 (イ )

|よか

古墳前庭部が明瞭に作
られている。出上歯か

ら幼児埋葬を推定。

④ 半過古墳群10号墳 古墳

古墳時代後期
(7世紀
第 3四半期)

石室

人骨・耳環・ガラ
ス小玉・鉄器 。須

恵器 (フ ラスコ形

瓶)。 土師器
(土不)イまか

新発見の古墳。木棺の

痕跡を確認。出土歯か

ら幼児埋葬を推定。

⑤ 半過古墳群H号墳 吉墳 古墳時代後期 石 室
人骨・耳環・ガラ
ス小玉 。鉄器ほか

新発見の古墳。木棺の

台石を確認。出土歯か

ら幼児埋葬を推定。
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